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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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繊維製品の混用率試験方法－第 3-1 部：獣毛繊維の

機器分析－MALDI-TOF MS による混用率試験 

Testing methods for quantitative analysis of fibre mixtures of textiles- 

Part 3-1: Instrumental analysis of some animal hair fibres-Using  

MALDI-TOF MS testing methods for quantitative analysis of fibre mixtures 

 
序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された ISO 20418-2 を基とし，我が国の実態に対応するため，

技術的内容を一部変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的

差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JD に示す。 

繊維製品における組成表示は，製品の特性，価格などを大きく左右し，繊維製品の製造業者から流通・

販売する事業者，購入する消費者に至るまで，大きく影響を及ぼす極めて重要な項目となっている。その

ため，組成繊維の鑑別については，顕微鏡による技術及び経験をいかした高度な鑑別が実施されている。 

しかし，試験実施者の技能と経験とが必要とされる従来の試験方法に対し，高度機器分析による鑑別・

混用率試験方法を規定するこの規格によって，国内の繊維製品に適応した分析法を確立することで高級獣

毛繊維製品に対する製造業者，流通事業者，販売事業者及び消費者の信頼性が向上し，生産・販売の活性

化，購入促進・市場拡大につながることが期待される。 

1 適用範囲 

この規格は，MALDI-TOF MS を使用して 1 種類以上の獣毛用品の組成を定性的・定量的に測定する試験

方法について規定する。繊維の組成は JIS L 1030-2 によって測定しており，この規格と JIS L 1030-2 との

両者の結果を合わせて，獣毛を混用する製品の組成をより高い精度で測定することが可能である。 

この規格は， 初に JIS L 1030-1 によって，未知の繊維混用品を鑑別した上で，獣毛繊維部分について

実施する。なお，羊毛，ヤギ及びヤクの繊維混用品に適用するが，うさぎ，アルパカなどの獣毛繊維に適

用しても差し支えない。ただし，カシミヤとモヘヤとの組合せなど，同じ種に属する獣毛を含んでいる場

合には，この規格だけでは鑑別不可能である。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 20418-2:2018，Textiles－Qualitative and quantitative proteomic analysis of some animal hair fibres－

Part 2: Peptide detection using MALDI-TOF MS（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 


